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地震災害の写真は，地震の学習の導入部で興味・関心を高める資料として用いるのではなく，地震のゆれの伝わり方やゆれ方，規模，

起こるしくみなどを学習したうえで掲載し，学習した内容をもとに，科学的な視点での写真の読みとりができるように展開しています。 

１年 p.58-59【単元の導入部】 １年 p.60【地震の章の導入部】 

地震の学習は，

身近な校舎の耐

震補強の話題か

ら導入していま

す。 

１年 p.70-71 

【地震の章の最終ページ】 

地震の学習の最後に，災害の

写真からの科学的な読みとり

を行っています。 

単元の最初の見開きは，地球のすがたを科学的に調査・研究する象徴として

地球深部探査船「ちきゅう」を紹介しています。 
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東北地方太平洋沖地震は，災害の側面だけをクローズアップするのではなく，地震の特徴を科学的に理解するために，「地震のゆれの

広がり方」の実習やマイノートでの届くまでの時間と震源距離の関係のグラフ化など，理科の本来学習で教材化を行っています。 

１年 p.62-63【実習１】 １年マイノート p.8 

「実習１」は，兵庫県南部地震と東北地方太平洋沖地震の選択タイプになっています。 
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学習内容と関連させながら，防災・減災について日常的に意識したり，考えたりすることができる身近な話題や題材を，数多く，

紹介しています。 

１年 p.67 １年マイノート p.43 

３年 p.235 ３年 p.283 
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防災・減災について，与えられた情報に頼るだけでなく，理科で学んだことを生かし，自ら考え，行動する力を養うことができる

活動や資料を，充実させています。 

３年 p.282-283 

３年マイノート p.18 

３年 p.240 

住んでいる地域のハザードマップを，

自分で作る活動を紹介しています。 

３年間の学習を受けて，自然災害を速さの違いで比べ，情報や身のまわりの危険度を知り，

自ら行動する力が養えるようにしています。次の見開きでは，各地での取り組みも紹介してい

ます。 

地形図を読みとり，

土石流が発生しそ

うな場所や安全な

場所などを，自分で

考える活動です。 
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防災・減災教育と密接な関係にある道徳的な面についても，未来を担う中学生に向けて，役立つ考え方や事例を紹介しています。

また，事例の選定や文章表現などについては，検討・推敲を重ね，不安や風評などの誤解が生じないように留意しています。 

３年 p.235 

３年 p.240 

防災・減災教育において，重要なキー

ワード・考え方となる「自助・共助・公助」

について，わかりやすく解説しています。 

釜石市での避難行動の記載についても，

現地の状況に留意し，大切な教訓が，中

学生に実感できるように，文章を推敲し

ています。 
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